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資料館だより資料館だより ２０２4.9.２５（年4回発行）

「人と環境を大切にする県東部広域拠点都市・沼津」

Vol.49 No.2（通巻２43号）

　新たに収蔵された資料を紹介します。青野の原井日
鳳さんより蒐

しゅう
集
しゅう
してきた史料の一部を寄贈していただき

ました。この絵図はその内の１点です。虫害によりかな
り損傷を受けていますが、裏打ちで補修されています。
　沼津城を描いた絵図には、おそらく築城時に幕府へ
の届け出のために作成されたものをベースとし、その
後は改修部分だけを修正した、ほとんど同じ構図のも
のがあります。天

てん
保
ぽう
１０年（１８３９）、嘉永３年（１８５０）、

万
まん
延
えん
元年（１８６０）に作成されたものが知られていました。

　この絵図も同じ構図のもので、嘉永元年（１８４８）９月
に作成されたものです。城下の大火によって類

るい
焼
しょう
した南

端部の大手門周辺の建物や構造物の位置を示し、修補
を願い出たものです。同時に焼失した大手門外の番所
の移転や破損した二ノ丸冠

かぶ
木
き
門
もん
の修補、外

そと
廓
ぐるわ
柵
さく
矢
や
来
らい
の

変更も願い出ています。
　水野藩の記録『御

お
代
だい
々
だい
略
りゃく
記
き
』には、前年の弘

こう
化
か
４年

（１８４７）１１月の大火によって城内外が類焼し、幕府に修
補を願い出、翌年９月１６日に許可が下りたことが記され
ており、この時に提出した図面の写しと考えられます。

『沼
ぬま
津
づ
城
じょう
普
ふ
請
しん
覚
おぼえ
図
ず
』嘉

か
永
えい
元年（１８４８）９月
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■「上香貫・下香貫・善太夫新田・我入道 四ヶ村絵図」（弘化４年）

『ふるさと沼津覚書』 
加藤　雅功　

■香
か

貫
ぬき

・我
が

入
にゅう

道
どう

編　その１3　香貫の補遺②
　今回のシリーズを閉じるに当たり、地名に限らず
様々な事象を触れる際、見方・とらえ方に関する姿勢
として、諸説ある中で特定の支持を強調せず、あえて
断定を避ける傾向にあった。紹介した内容の大半が初
めてであり、また独特な切り口の故に、独

ひと
り善

よ

がりで
あった点はご容

よう
赦
しゃ
願いたい。

●地名で綴
つづ

る「独り案内」―香貫・楊
やなぎ

原
はら

の旅―　ここ
では江戸末期、弘化４年（１８４７）の沼津藩主の代

だい
替
が
わ

りに伴い、同年７月の「御
ご
巡
じゅん
見
けん
路
みち
」として巡見用に作

成した絵図面を下書きにする。三
さん
十
じゅう
郎
ろう
新
しん
田
でん
の柳下源八

による絵図面の写しから、字
あざ
名
な
や地名を抜

ばっ
粋
すい
して見よ

う。地図の描画に稚
ち
拙
せつ
さはあるが、すでに失われた地

名や地理情報も多く、見
み
取
とり
の吟

ぎん
味
み
に対して防災面から

も、大変貴重でかつ価値の高い史料である。
　黄瀬川と狩野川との合流点の通称「三又」付近、「禅

ぜん

頭
とう
久
く
保
ぼ
」の畑地の北側には「大滝」の瀬がある。狩野川

に張り出した「石堰
せき
（大滝堰）」は三日月形の一つの「梁

やな
（袋

堰）」で、水位を高めるために重さ５tにもなる巨大な堰
石を積み、普段は流下出来るように、水を払う積み石に
も工夫を重ねている。香貫堰の要

かなめ
であり、上香貫・下

香貫両村の入
いり
会
あい
地
ち
で、洪水時に流失した際の維持・管

理は藩により施行する工事の普
ふ
請
しん
所
しょ
である。

　「下香貫・善太夫新田水門」は、「下香貫用水」（下
しも
堀
ぼり
）

の疎
そ
水
すい
として香貫山裾を「久保」（旧東本郷町）を経て

南側に折れ、下香貫分の「宮原」に向かう。同じ圦
いり
樋
ひ

で隣接する「上香貫水門」からは、「字川久保」の旧字
堰下から字中原（現中瀬町）を経て、字黒瀬（現黒瀬町）
で「上香貫村三組用水」（上

かん
堀
ぼり
）と成る。「字折

おり
坂
ざか
」の

坂道と用水路に沿い、旧字黒瀬道下から新田（三十郎
新田）を経て南流し、やがて上香貫の「平

ひら
方
かた
」である「字

内吉田」（現御幸町）から「字夜
や
光
こう
」（現吉田町）の通

称二本松の「三ツ橋」に達する。
　道はますます狭くなって、字溝

みぞ
成
なり
の旧河道の窪

くぼ
地
ち
に

対して、左側には自然堤防の微高地で畑地の「字槙
まき
島
しま
」

は今では槙島町となった。やがて悪
あく
水
すい
払
ばら
いの排水路と

なり、「字三貫」付近の田地は三貫地で、一級河川の江
川として排水機場も整備されて狩野川に注ぐ。この付
近から南側は「浦

うら
方
かた
」の漁業集落の我入道となる。

　香貫山北東側では通称山ケ下の狭
きょう
窄
さく
部
ぶ
、徳

と
倉
くら
村（現

清水町）の四
よ
方
も
沢
ざわ
を境界とする。八重坂の北側には下

香貫分の「字外
そと
原
ばら
」が飛び地的にあり、上香貫側に猿石・

九
つ
十
く
九
も
洞
ぼら
のほか、一ノ洞・二ノ洞・三ノ洞の諸洞が続

く。北側では「字天神洞」に田畑が開け、後に小規模
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■関係小字名とランドマーク　※弘化４年（１８4７）作成の「四ケ村絵図面」より抜粋　〈加藤〉

な溜
ため
池
いけ
も構築されていた。「ハヤト洞」（隼人洞）・「ム

ケンガ洞」（無間ケ洞）・丁
ちょう
子
じ
洞
ぼら
・大洞などと西に向い

てホラだらけの地名が続き、小さな谷間が目立つ。
　一帯の疎水は後に「内

ない
膳
ぜん
堀
ぼり
」の総称となり、新田開発

の立役者である植
うえ
田
だ
内
ない
膳
ぜん
（三十郎）の功績を称

たた
えて、そ

う呼ばれる。ただし内膳自身が築いたルートは下香貫用
水の一部で、上堀の新田川ルートの呼称は不確定だが、
字新田（現住吉町）に代々居住しており、彼の子孫が畑
地であった現市民文化センターの敷地南東隅に居宅が記
され、代々に渡り三十郎を名乗っていたのも事実である。
我入道の「三十郎新田」の開墾もまた関係している。
　字黒瀬の「水車」付近で上堀から分かれ、玉造宮（現
玉作神社）の北側を経て、「字菜

さい
園
えん
場
ば
」の田畑を西に向

かい、市場八幡の北の凹地、「字宮下」で狩野川に注ぐ
通称「菜

さ
園
えん
場
ば
堀
ぼり
」もある。市役所北側の「控

ひか
え堤

づつみ
」より、

第四小学校寄りが今も低くて冠
かん
水
すい
しやすい。上堀から

分かれ、八幡神社東側までは控え堤沿いの用水路が南
側に複数分派し、「字市場」、「字内吉田」の田

でん
地
ち
の一部

も新田開発の対象となった可能性が高い。
　外吉田（現吉田町）や川

かわ
瀬
せ
町の西側、「蓼

たで
ノ原」や「字

川瀬」付近、さらに南側の「字西島」も堤防が堅固でな
く、西島町の南側の新

あら
谷
や
までは明治期に至っても無堤防

のままであった。新谷付近も堤防の石積み普
ふ
請
しん
の箇

か
所
しょ
で

あった。河
か
港
こう
の我入道では「石出し」による洪

こう
水
ずい
制
せい
御
ぎょ
と

舟の接岸が目立ち、江川近くの「内新田」「外新田」の
地では洪水による荒廃に加え、蔓

まん
陀
だ
ケ
が
原
はら
の荒れ地（三十

郎新田）は高潮や風害で「見取」の対象となっていた。
この上香貫分の飛び地に隣接する「字山ノ根」や牛伏山
（字山宮前）は下香貫分である。
●新たな事実　この四ケ村絵図面において、不確かさ
が強かった寺社関係が、原寸で文字を読み取る機会を
得て、明確になった点を評価したい。霊

りょう
山
せん
寺
じ
の門前は「字

坊ノ後」で、旧寺ノ前には光明院の北側に稲
い
荷
なり
神社が、

「字中障子」の西光院の南側には稲荷神社・神
しん
明
めい
宮
ぐう
が、

殿ノ前には大六天（第六天）があった。字江間田には
石
しゃく
神
じ
社・矢

や
作
はぎ
ノ社がある。なおシヤクジ社（石神）の

すぐ北側には、霊山寺の除地が道沿いにあって、安永６
年（１７７７）の『上香貫村明細帳』に記載された、幻の
天
てん
王
のう
宮
ぐう
の跡地である可能性がある。

　旧河道の凹地を挟んで、南側の槙島には自然堤防の
畑地が広がり、南東側の角地に神明社が位置し、絵図
からも確認出来ている。２万分の１地形図（明治２３年
発行）でも「字溝

みぞ
成
なり
」の旧河道に接し、畑地の作物を

西風から守る防風用の顕
けん
著
ちょ
な林が続く。家屋が数軒

あった道は我入道に向かい、「三
さん
メ
かん
地
ち
」で江川を横切る。

　その他の香貫山周辺部の小社は山神で、字名のギヤウ
テンホウ（仰

ぎょう
天
てん
峰
ほう
）は祇

ぎ
園
おん
天
てん
王
のう
の転
てん
訛
か
と見られ、天王宮

を想定した。下香貫ではすでに多くの成果を紹介したが、
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　夏休みの期間中の土・日曜日に、不定期ですが例年
どおり、玄関前ピロティで体験コーナーを開設しました。
　メニューは、舞

まい
錐
ぎり
による火起こし、火打ち金と火打

ち石による火起こし、挽
ひ
き臼

うす
による米粉づくりの３種

類を用意しました。
　猛暑の影響もあり、夏休み中の外出が控

ひか
えられた影

響なのか、参加する人が少なくて残念でした。
　火打ち石による火起こしは、舞錐法より技術的に進
歩して、より簡

かん
便
べん
に火起こしができるはずなのに、あ

る程度の慣
な
れが必要で、かえって大変でした。

　過去の歴民講座では徳川家康の研究をされている柴
裕之さんに断続的ですが、４回に渡り「戦国期の徳川家
康と駿東地域との関り」について、家臣の三枚橋城主松
井忠

ただ
次
つぐ
や大久保忠

ただ
佐
すけ
などを含めてその統治の姿をお話

いただきました。今回はそのまとめを兼ねて、大御所と
なって駿府に留まり、その地で生涯を終えた、晩年の家
康と駿東地域との関りについてお話いただきます。
　申し込み等の詳細は「広報ぬまづ」９月１日号を御覧
下さい。
　なお、本年度は２回の開催を計画しています。

体験コーナー　火起こし体験の様子

桃
とう
郷
ごう
新田（島郷）の吉

きっ
祥
しょう
院
いん
・題
だい
目
もく
堂
どう
・稲荷社のほか、「御

林内」の神明宮が確認出来た。「字古
こ
宇
う
森
もり
」の畑では桃

栽培が先駆的に成されている。コウモリ地名の由
ゆ
来
らい
は元

村と言われる地であり、砂丘地の窪・小保から崩
ほう
壊
かい
地

形や浸
しん
食
しょく
地形を指し、コボ・レ（接尾語）の転

てん
訛
か
か。

　また交通の要
よう
衝
しょう
に「御高札」の高

こう
札
さつ
場
ば
が位置していて、

市場の大渡しや黒瀬の渡しの渡
と
津
しん
地点、下香貫「八重原」

の辻や志
し
下
げ
村境の字袋尻に描かれている。我入道では

対岸の沼津下河原への渡津地点、「字内新田」（浜方）
の渡し場だけでなく、女

おんな
山
やま
の大覚院近くに「浦方御高札」

が船
ふな
方
かた
（船乗り）に向けて掲げていたことを知る。

　御
お
蔵
くら
（郷

ごう
蔵
くら
）では元組・平方・新田の「三組御蔵」

が「字新田」（現住吉町）の稲荷神社・観音堂の北側に
位置しており、下香貫「字仕込」（現宮脇）の地のほか、
善太夫新田の「字塩場」の地にも御蔵が位置している。
　下香貫「字宮原」の地には「字元屋敷」が記され、
背後の山地崩壊による災害が過去にあり、崖

がい
錐
すい
堆
たい
積
せき
物
ぶつ

の不安定さと直結した荒廃地は、広く畑となっている。
西寄りに事

こと
代
しろ
塚
づか
の円墳があるが、また塩

しよ
満
みち
にも「字塚田」

の田
たん
圃
ぼ
の中に円墳の狐塚稲荷があり、文字通りの塚田

であったことを知る。なお塩満の場合、「字塩満」もあ

るが「字塩海路」の広域な集落名の表記があり、中世
のカイト（海道）に集落名称の起源の可能性が強まった。
　今も上香貫「字谷

や
長
なが
洞
ほら
」の北側には「字鉛山」や「字

石切場」があり、エボシ（烏帽子岳）の南洞（字柳ケ洞）
に当たる。下香貫「字前

まえ
角
かど
・横山」の尾根寄りには絵図

でも「字間ケ洞石丁場」があり、間歩洞の誤記の可能性
がある。さらに南側の字前角奥の谷間、字横山・字六反山・
字楊原洞の見取り場には等級の低い下

げ
々
げ
田
でん
が点在する。

　絵図では下香貫村「浜新田」の見取田が丁寧に描かれ、
浜新田・字柿原・字山宮前を仕切る水路や土手として、
善太夫新田の塩場の堤や松土手のほか、南側のフケ（字
湗）も下香貫と善太夫とで折半し、岸辺の見取田や中
土手が「三

さん
メ
かん
地
ち
御
お
林
はやし
」であったことを知る。潮

しお
除
よけ
堤が

御普請所であり、領主が資材等を提供して施行する工
事であった。山宮前圦

いり
樋
ひ
も江川圦樋も共に入会で管理

かつ維持されていたことが理解出来た。初期の説明で
は誤解している部分も多かった点を反省したい。
　なお絵図の目的である「見取」については、新しく
開発した耕地での作柄で年貢、取

とり
箇
か
を決定する制度で

あり、また劣悪地や災害を受けやすい土地に対しては、
実際に見分して小作料を定めることにある。


